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佳作

　私はもともと、人前に出ることが得意ではありませ
ん。大勢の中にいると緊張してしまい、にぎやかな場所
よりも、家で静かに過ごす時間を好みます。以前の私は、
この静かな性格を「弱さ」だと思うこともありました。
　技能実習生として日本に来たとき、電車の中の静けさ
や、整った街並み、人々の落ち着いた様子に、自然と心
が安らぎました。内向的な私にとって、日本は不思ぎと
居心地のよい場所に感じられたのです。
　日常の中で、心が温かくなる瞬間もありました。コン
ビニで年配の方がやさしく声をかけてくださったり、道
ですれ違いざまに短い会話を交わしたりすることがあり
ます。ほんの一言でも、そこには思いやりがあり、人の
ぬくもりを感じました。
　私は電子機器の組み立てをしています。この仕事で
は、ほんの小さなミスが大きな問題につながることがあ
ります。製品はお客様の生活の中で使われるため、責任
の重さを日々感じながら作業をしています。
　ある日、ラインで小さなミスが見つかりました。それ
まで流れていた機械の音が止まり、工場内の空気が一

瞬、静まり返りました。そのミスは私が直接起こしたも
のではありませんでしたが、同じラインで働く仲間とし
て、強い不安を感じました。すぐに謝りたい気持ちはあ
りましたが、日本語が十分ではなく、自分の思いをうま
く言葉にできませんでした。
　そのとき、フィリピン人のリーダーが私の気持ちをく
み取り、日本人の上司に伝えてくださいました。私は叱
られる覚悟をしていましたが、上司やリーターは怒るこ
となく、同じミスを防ぐための方法を丁寧に説明してく
ださいました。そして、謝った私に「ありがとう」と
言ってくださったのです。
　仕事が終わるころ、同僚たちはいつものように「お疲
れ様でした」と声をかけてくれました。その何気ない一
言に、私は胸がいっぱいになりました。同じラインで働
く仲間としての信頼と責任の重さを、改めて感じた瞬間
でした。
　日本で働く中で、私は一つの大切なことに気づきまし
た。それは、人と人との信頼は、小さな思いやりや誠実
な気持ちから生まれるということです。国や言葉が違っ
ても、人を思いやる心は、人と人をつなぐ力になるのだ
と思います。日本で出会った人たちのおかげで、私は少
しずつ前に進む勇気をもらいました。これからは、私も
その気持ちを大切にしながら、仕事に向き合っていきた
いです。
　だから今、胸を張って言えます。日本は、「私の心の
居場所」です。
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私の心の居場所

　日本に来る前、私は介護の面接に何度も失敗しまし
た。知人から「他の仕事で日本に行けばいい」と言われ
ましたが、私は介護の仕事でなければ日本に行かないと
決めていました。あきらめずに挑戦し続け、やっと合格
して来日が叶ったのです。
　日本へ来たばかりの頃は、毎日が困難の連続でした。
ゴミの分別一つとっても、ミャンマーでは何でも一緒に
捨てていたのに、日本では生ゴミ、燃えるゴミ、燃えな
いゴミと細かく分けなければなりません。ペットボトル
はラベルをはがしてキャップと別に捨てる。そんなこと
も最初は全くわかりませんでした。電車の乗り方も、レ
ジでの会計のやり方も、何もかもが初めてのことでし
た。ある時、勇気を出して駅で日本人に話しかけてみた
とき、断られてしまいました。家に帰ってから、「日本
を選んだのは正しかったのだろうか」と何度も悩みまし
た。
　それでも、仕事を続けるうちに毎日が少しずつ変わっ
ていきました。わかりやすい言葉で話しかけてくれる同
僚、小さなことでも「日本語が上手ですね」と、ほめて

くれる人たち。その優しさに触れるたびに、もう一日頑
張ろうという気持ちがわいてきました。上司から「お金
を貯めて母国へ帰れるよう頑張ってください」と声をか
けてもらったとき、胸が温かくなりました。
　日本での一人暮らしは、思っていた以上に多くのこと
を教えてくれました。家賃、水道代、ガス代を計算しな
がら生活する中で、お金の大切さをあらためて実感しま
した。ミャンマーにいた頃は両親に頼るのが当たり前
で、お金の管理など、あまり考えていませんでした。私
も靴、服、カバン、化粧品など欲しい物はたくさんあり
ます。でも、日本では必要なことを計算して使うように
なりました。
　また、「ありがとう」と「申し訳ございません」とい
う感謝とお詫びの言葉、相手の立場に立って考えること
の大切さも、日本で働いて身につけることができました。
　ときには、疲れて、寂しくて、母の作ってくれた料理
が恋しくて、自分の目的を忘れそうになることもありま
した。そんなとき、朝から夜まで懸命に働く日本人の姿
が目に入りました。「疲れているのは私だけじゃない」
と気づいたとき、どんなに辛くてもあきらめてはいけな
いと自分に言い聞かせることができました。
　国も文化も違っても、人と人のつながりがどれほど大
切かを、私は日本で学びました。自分がなりたい未来は、
自分だけが作ることができます。必要なのはやる気と根
気だと私は思います。もし何かに挑戦しようか迷ってい
るなら、まず小さな一歩を踏み出してみてください。成
長と喜びが、その先に待っています。
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